
＜対策のポイント＞

AIやICT等の先端技術を活用して，労働力不足の解消や，超省力・高品質生産等を可能にするスマート農業を推進するため，農
業者の理解促進やデータ活用を指導する人材育成，新技術開発の支援のほか，地域基幹作物等におけるスマート農業活用の実証
活動など，現地への実装化を進める取組を支援する。

＜政策目標＞
令和９年度までのスマート農業機器の導入件数：4,500件
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上 ＜農林水産業の「稼ぐ力」の向上＞

１０ 生産性向上に関する施策（１０－２）

■スマート農業導入加速化推進事業【新規】

＜事業イメージ＞

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部 経営技術課 普及企画係（099-286-3148）

【令和７年度予算額 150,750千円】
財源（国庫：26,719千円）（９補124,031千円）注

＜事業の内容＞

１ 目的（必要性，背景）
スマート農業の導入を推進するため，農業者の理解促進やデータ

活用を指導する人材育成，新技術開発の支援のほか，地域基幹作物
等におけるスマート農業活用の実証活動などの取組を支援します。
また，農業支援サービス事業体の育成・確保を図るため，サービ

スの提供に必要なスマート農業機械等の導入を支援します。

２ 事業主体
県，協議会，農業者等

３ 事業内容
(1) 農業者の理解促進 【予算額： 1,516千円】
・かごしまスマートファーマー育成セミナーの開催

(2) 体制づくり 【予算額： 2,264千円】
・スマート農業活用指導者育成セミナーの開催
・かごしまスマート農業先端技術開発支援 等

(3) 実装に向けた取組展開 【予算額：22,939千円】
・地域基幹作物等スマート化モデル産地育成実証活動の支援
・スマート農業技術の活用に向けた広域的な実証活動の展開
・県内各地における実証活動の支援
・農業支援サービス事業緊急拡大支援対策(９補124,031千円)

４ 事業期間
令和７～９年度（３か年）

＜事業の流れ＞ 県 協議会等

(3)の一部 協議会，農業者等 (1),(2),(3)の一部は県実施

スマート農業を
各地域で実装

経営体の規模に応じたスマート機器の導入，
農業支援サービス事業体の育成・確保を推進

①農業者の理解促進
・スマートファー
マー育成セミナー
の開催

②体制づくり
・指導者の育成
・スマート農業先端技術の開発

③実装に向けた取組展開

・モデル産地における導入効
果確認と機運の醸成

・費用対効果の検証
・スマート農業の導入促進 等

実装に向けた農
業者の意欲醸成

実装に向けた指導
者の的確な助言

牛群管理システム等
の導入に向けた実証

費用対効果検証のための
ドローン活用実証

県内各地における
実証活動の支援

モデル産地での効
果検証，機運醸成

スマート農業モデル
産地での実証

注）「稼ぐ力」を向上するスマート農業導入促進事業







衛星画像データ×ＡＩ

地域基幹作物等スマート化モデル産地育成実証活動の
支援
○地域基幹作物等スマート化の方向性が「見える」化し，関係機関の活動・役割
分担が明確化

○地域基幹作物等のスマート農機一貫作業体系等が整理され，労力等削減効果が
明確化

○地域基幹作物等に有効なスマート農業機械等の導入・活用が進展

ビレットプランタ

高速２段局所施肥機

活用する技術(例)

実施地域・対象作物（計画中）

生産管理システム環境制御装置

直進アシストトラクタ

実証地域 対象作物 内 容
出水 紅甘夏 ・ドローン防除による作業労力軽減対策の検

討
・低樹高化，樹形改造による薬剤散布効果の
確認

指宿 飼料 ・ドローン等を活用した水田立毛播種による
超省力化検証

・衛星センシングを活用した地力判定による
施肥体系の実証

肝属 ピーマン ・土質が異なる地域ごとのピーマンの土壌水
分センサー活用の実証

・環境制御技術高度化の支援
種子島 さとうきび

水稲

・自動操舵システムを活用したビレットプラ
ンタによる植付作業省力効果の検証

・衛星センシングを活用した可変施肥による
肥料低減技術の検証

予算額︓10,000千円（委託費）


